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る運動方向を preferred direction と呼び，最も発火頻度
が低下する運動方向を null direction と呼ぶ。視野上の
特定領域を受容野とする運動検出器は多数存在し，それ





出においては，MT 野や MST 野といった比較的運動情
報処理に特化した皮質領野の活動が高い相関を持つこと
が知られている（Salzman, Murasugi, Britten, & New-









方 向 選 択 性 神 経 節 細 胞（direction-selective ganglion 














の眼球運動が消失した（Yoshida, Watanabe, Ishikane, 
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た，網膜では preferred direction 選択的に運動方向選択
性神経節細胞に分子マーカーを発現させることが可能に
なっており（Yonehara, Ishikane, Sakuta, Shintani, Na-

































ても視覚刺激を MATLAB Version 7 （Mathworks 社）
および Psychtoolbox Version 2 （Brainard，1997；Pel-
li，1997）を用いて作成した。
行動実験装置





















































































記述したとおりである（Ishikane, Kawana, & Tachiba-













間 間 隔100μ m， 電 極 直 径30μ m，multichannel sys-
tems 社）を用いて記録した。剥離網膜標本は神経節細
胞側を下にして，吸引機構により多点電極上に密着させ
た。吸引には 5 mL のシリンジ（SS-05Sz，テルモ社）
を用い，灌流液を介して陰圧をかけて行った。灌流液と
してゼブラフィッシュ用の標準生理溶液を用いた。標準
生理溶液の組成は120mM NaCl，2．5mM KCl，20mM 
NaHCO 3 ，1．0mM CaCl 2 ，1．6mM MgCl 2 ，10mM glu-
















































































































応答する ON-OFF 型（図 4 上段左），光刺激のオフセ
ットにおいて一過性に応答する OFF 一過性型（図 4 下
段左），光刺激の点灯中に持続的に応答する ON 持続型
（図 4 上段右）および光刺激の消灯中に持続的に応答す
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